
研究の要約 
本研究は，観察・実験を通して科学的な思考力・表現力を育成する学習指導に着目し，中学校理科

若手教員の教科指導力を向上させる自主研修の在り方について明らかにすることを目的とするもので

ある。 

研究の方法としては，中学校理科若手教員の自主研究グループの研修を支援し，若手教員の教科指

導力を向上させる取組を行い，若手理科教員の教科指導力に関する現状と課題を明らかにするととも

に，自主研修の在り方についての提案を行うこととした。 

その結果，中学校理科若手教員の現状として，自らの教科指導力を伸ばすことや自主研修会への参

加に高い意欲をもっていることが明らかになった。また，今後の自主研修の在り方として，教材，授

業づくり，指導技術，生徒の実態把握の四つの内容を柱として取り組むことや，メーリングリストや

オンラインストレージ等を活用し，欲しいときに欲しい情報を交換し合える状況をつくることが必要

であると整理した。 

中学校理科若手教員の教科指導力向上のための自主研修の在り方に

ついての研究 
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Ⅰ 研究の概要 
 

１ 研究の目的 

理科においては科学的な思考力・表現力を育成

することが重要であり，理科教員には様々な知識を

活用して授業を構想する能力や実践する能力が求め

られている。これらの能力は教員が日々の教育実践

や授業研究等の校内研修，自発的な研修等によって，

学び合い，高め合いながら身に付けていくものであ

る。 

しかし，中央教育審議会答申「教職生活の全体

を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につい

て」（平成24年，以下「答申」とする）に示されて

いるように，学校の小規模化や年齢構成の変化など

によって，このような学び合い，高め合いの機能は

弱まりつつあり，研修等を活性化するための取組を

推進することが求められている。 

さらに，近年，教員の大量定年退職に伴い教員

採用試験の採用人数が急激に増えていることから，

若手教員の教科指導力の育成が課題とされている。 

 

 

そこで，本研究は，観察・実験を通して科学的

な思考力・表現力を育成する学習指導に着目し，中

学校理科若手教員の教科指導力を向上させる自主研

修の在り方について明らかにすることを目的とした。 

    

２ 研究の方法 

本研究は，平成25年11月に組織した中学校理科若

手教員の自主研究グループの研修を支援し，若手

教員の教科指導力を向上させる取組を行ったもの

である。初任者研修や２年目研修の受講者から

「同じ学校に理科の先生がいないので，日頃教科

のことについて相談しにくいことがある。」「も

っと，教科のことについて研修できる機会がある

とよい。」といった意見が寄せられたことから，

若手教員が理科の指導について学び合うことので

きる研修の機会として自主研究グループを組織し，

稿者が運営の支援に当たることとした。 

研究は次のように進めた。 



○ 中学校理科若手教員の育成に関する文献研究。 

○ アンケート調査等による理科若手教員の教科指

導力に関する現状と課題の把握。 

○ 自主的な研修会の成果と課題から，自主研修

の在り方を提案。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 
 

１ 中学校理科若手教員の自主研修について 

独立行政法人科学技術振興機構 理数学習支援

センターが実施した「平成24年度中学校理科教育実

態調査」では，「理科の実験や観察についての知識

が十分ある」という設問に対して「ややそう思わな

い」「そう思わない」と答えている教職経験５年未

満の教員は 52.82％，「理科の実験や観察について

の技能が十分ある」という設問に対して「ややそう

思わない」「そう思わない」と答えている５年未満

の教員は 52.38％，また，各領域に対する指導につ

いて「苦手」「やや苦手」と回答した５年未満の教

員の割合は，地学の内容において 63.20％である。

これらのことから，５年目未満の教員は，観察・実

験について知識や技能が十分ではないと感じている

ことが分かる。 

中学校理科の教員について，吉田淳（2012）は，

理科の高度な専門性が求められ，物理学，化学，生

物学，地学の基礎・基本については，高等学校の学

習内容レベル以上の各科目の知識や技能について精

通する必要があるとともに，科学と技術との関わり

や社会における役割などについて，科目の横断的・

総合的な知識と思考が必要になると述べている。し

かし，現行の教員免許法等に基づく大学での講義等

では，中学校理科の指導内容や指導法のすべてをカ

バーすることは容易ではないため，採用後の公的研

修や自主的な研修を通して理科の内容や観察・実験

の技能を深めたり，理科の学習指導に関する資質を

高めたりすることができるようにするべきであると

している。 

研修について，「答申」は，「教育センターや

身近な施設において，カリキュラム開発や先導的な

研究の実施，教員が必要とする図書や資料等のレフ

ァレンスや提供などを行うことにより，教員の教材

研究や授業研究，自主的研修の支援などを推進する

とともに，多忙化の解消など教員が研修等により自

己研鑽に努めるための環境整備が必要である。」1)

としている。 

これらのことから，教育センターの指導主事が

支援しながら，中学校理科若手教員による自主研修

を行うことにより，若手教員の指導力を向上させる

自主研修の在り方を提言する本研究には，大きな意

義があると考える。 

 

２ 中学校理科若手教員の教科指導力について 
(1) 重点を置く教科指導力について 
「科学的思考力の戦略的育成について」（平成24

年）は，各種の学力調査から，見通しをもって自ら

観察・実験の方法を考察することや，観察・実験の

結果などを整理・分析した上で解釈・考察し，説明

することなどに課題があり，科学的思考力の育成が

急務であると指摘している。そこで，観察・実験や

日常との関連・応用を考えた質の高い授業を展開で

きるよう，教員の指導力を向上させていく必要があ

ると示している。そして，具体的な取組として，科

学的思考力の育成と定着状況の把握，観察・実験に

係る教員の研修機会の提供，理科の教員養成カリキ

ュラムの開発などを挙げている。 

このことから，本研究では，中学校理科若手教

員の教科指導力について，科学的思考力・表現力を

育成する指導に重点を置いて進めることとする。 

(2) 科学的思考力・表現力とは 
平成５年に文部省は，「科学的思考とは，自然

の事物・現象から問題を把握し，その事象の生じる

原因や仕組みを調べる観察，実験を計画・実施し，

観察，実験の結果などを分析的・総合的に考察し，

その中から規則性を見いだし，普遍的・一般的な科

学概念を形成するとともに，既知の事柄や原理・法

則などを基に，新たに直面した事象を論理的に説明

しようとすることである。」2)と示し，科学的思考

についての評価項目として，次の10項目を挙げてい

る。  

 

○ 問題を正しく把握する。 

○ 適切な観察や実験を計画する。  

○ 比較し，分類する。 

○ 数量的に把握する。 

○ 結果を予想する。 

○ 原理・法則を適用する。 

○ 筋道を通して推論する。  

○ 分析的に判断する。 

○ 関連付けて総合的に判断する。 

○ モデル化して考える。 

 

科学的思考について，原田周範（2000）は，

「自然の事物・現象に問題を持ち，それを筋道を通

して考え，得られた結論を事実に即して確かめ，応



用・発展させていくような過程で行われる思考活動

である。この営みは創造的で批判的な（critical）

思考とも言える。批判的な思考とは，適切な基準や

根拠に基づく論理的で偏りのない思考を意味する。」3)

と述べている。 

また，村山哲哉（2013）は，科学的思考力とは，

客観的な根拠に基づいて，多様な視点から思考し，

判断し，実行することができる力であるとし，デー

タなどの自他が認める客観的な根拠に基づいて思考

し，判断し，実行することが求められると示してい

る。 

 表現について，角屋重樹（2013）は，得られた情

報を目的に合わせて的確に表すことであると述べ，

理科における表現の例として，仮説を基に行った観

察・実験の活動や結果を，目的に対して的確に表出

することを挙げている。 

 また，国立教育政策研究所教育課程研究センター

（平成23年）は，理科の特性に応じた「科学的な思

考・表現」の観点の趣旨を，「自然の事物・現象の

中に問題を見いだし，目的意識をもって観察，実験

などを行い，事象や結果を分析して解釈し，表現し

ている。」4)と示している。 

 これらのことから，本研究では，科学的思考力・

表現力を，自然の事象から問題を見いだし，目的意

識をもって観察，実験などを行い，得られた結果を

分析・解釈し，目的に対して的確に表現することの

できる力であると捉えることとする。 

(3) 観察・実験を通して科学的思考力・表現力

を育成するには 

原田周範（2000）は，「科学的思考力の育成に

際しては，問題解決の一連の探究過程を通して自分

の頭で納得のいくまで考える態度を身につけさせる

ことが大切である。つまり，学習者自身が主体的に

自然の事象にはたらきかけて問題を見いだし，長期

記憶の想起や類推や想像力などによって仮説を立て，

その仮説を立証するような実験を計画・実施し，デ

ータに基づいて仮説の正否を考察する。」5)と述べ

ている。 

理科における問題解決の過程について，木下博

義（2014）は，①問題の見いだし，②仮説の設定，

③観察・実験方法の立案，④観察・実験の実行，⑤

観察・実験結果の考察，⑥新たな問題の見いだし，

というプロセスを例として示している。そして，科

学的思考力を育成するためには，観察・実験を含む

問題解決を通して子供に考えさせる授業をつくるこ

とが必要であるとしている。 

また，角屋重樹（2013）は，「子どもの思考力

を育成するためには，日常の学習指導において，違

いに気づいたり，分類したり，比較したりする操作

や，観察している対象と既有知識を関係付ける操作

を行う学習活動の工夫が大切になる。このような思

考の操作は，思考のすべともいい，思考力の最も基

本的な要素である。この要素を身に付けさせること

が，思考力育成の重要なポイントとなる。」6)と述

べ，「違い」「分類」「比較」「関係付け」といっ

た「思考のすべ」と「『自分の考えや判断』と『根

拠』とを関係付けること」という「論理的思考の思

考のすべ」を獲得させる必要があると示している。

また，「子どもに表現力を育成するには，子どもに

まず，観察・実験を実行し，結果を得るというよう

に表現すべき情報を獲得させ，次に観察・実験の方

法や結果を目的のもとに的確に整理させることが重

要である。」7)と述べている。       

これらのことから，本研究では，観察・実験を

通して科学的思考力・表現力を育成するには，自然

の事象から問題を見いだし，目的意識をもって観察，

実験などを行い，得られた結果を分析・解釈し，目

的に対して的確に表現させるといった問題解決の過

程を繰り返し行わせながら，必要な「すべ」を身に

付けさせるための指導を行うことが必要であると考

える。 

 

Ⅲ 理科若手教員の教科指導に関する実態

把握 
 広島県立教育センターで初任者研修を受講してい

る者を対象として，平成26年５月に，理科の教科指

導についてのアンケート調査を行った。なお，中学

校理科の初任者は３名であるため，より広いデータ

を得る観点から，12名の県立学校理科の初任者も加

え，15名のデータを分析した。 

 

表１ 「科学的思考力」についての記述 

内容 記述の例 人数 

問題解決の一

連の過程を網

羅 

「仮説を立て，立証するための

実験を組み立て，結果から考

え，筋道を立てて，論理的に

結論を導き出せる力。」 

２名 

問題解決の過

程の一部 

「現象，事象を通して，その結

果から考察する力。」 
５名 

具体的に育成

したい力 

「自然科学の法則や知識を基

に，事象を科学的に捉え，原

因や結果を考察する力。」 

８名 



1 

2 

5 

6 

11 

0 5 10 15

生徒へのアンケート 

ワークシート等の改訂 

指導教員等からの指導 

ノート等への追記 

生徒の学習状況の評価 

表１は，「あなたは『科学的思考力』とはどの

ようなものだと考えていますか。」という設問に対

する記述を三つの内容に分類したものである。 

科学的思考力を問題解決の過程と結び付けて記

述した者が７名，具体的に育成したい力について記

述した者が８名であり，全員が自らの考えを記述し

ていた。しかし，問題解決の一連の過程を網羅して

いた２名以外は，「考察する力」を中心とした一部

の力を記述しているにとどまっている。このように，

初任者は，科学的思考力について，観察・実験を含

んだ問題解決の一連の過程で育成するものとして捉

えることができていないことが分かった。 

図１は，自分の授業をどう振り返っているかに

ついての設問に対しての複数回答をまとめたもので

ある。 

 

図１ 自分の授業をどう振り返っているか 

 

図１から，11名の初任者が生徒の学習状況を見取

った結果から自分の授業を振り返っていることが分

かった。また，授業の前に，授業の流れ，発問，板

書の計画などを詳しく記述したノートを作成し，そ

れを基に授業を行いながら，授業中の生徒の反応な

どをノートに追記する方法をとっている初任者が６

名いた。また，生徒に「どこが難しいか。」「どこ

が分かりにくいか。」といった質問をし，その回答

から授業の見直しを図っている初任者も２名いた。 

図２は，理科の授業展開で悩んだときにどのよ

うに解決しているかについての設問に対する複数回

答をまとめたものである。 

 

 
図２ 理科の授業展開で悩んだときどう解決しているか 

図２から，悩んだときには「指導教員等に相談

する」と回答した初任者が多いことが分かった。ま

た，所属校に同じ教科の教員がいない初任者は，同

じ教科を担当する他校の教員や指導主事に相談する

と回答していた。 

これらの結果に加え，初任者研修における聞き

取りから，理科の初任者の教科指導に関する実態を

次のようにまとめた。 

 

○ 「科学的思考力」などの理科で生徒に育成し

たい力について，自らの回答をもって指導に当

たっている。 

● 「科学的思考力」などの理科で生徒に育成し

たい力について，十分に理解していない。 

○ 自分の授業について，生徒の学習状況の把握

等を通して振り返り，授業改善を図ろうとして

いる。 

● 授業を改善する際，観察・実験に適した教材

や指導のポイントが分からず，悩んでいる。 

○ 授業に関して悩んだときには，同じ学校の先

輩理科教員や指導教員等に相談したり，自分で

調べたりして解決を図っている。 

● 所属校に同じ教科の教員がいない場合，授業

についての悩みを所属校で相談しにくい状況

がある。 

● 理科の初任者同士で，悩みを相談したり，効

果的な指導について情報を交換しあったりする

機会を多くもちたいと考えている。 

 

これらのことを踏まえ，表２に示す三つの視点

を柱として，中学校理科若手教員の自主研究グルー

プの研修を支援することとした。 

 

表２ 研修を支援する視点 

視点① 

問題解決の一連の過程で，科学的思考

力・表現力を育成する授業づくりにつ

いて示すこと。 

視点② 
観察・実験に適した教材や指導のポイ

ントを示すこと。 

視点③ 

理科の授業に関して悩んだときに相談

できるようなネットワークを構築する

こと。 

 

Ⅳ 中学校理科若手教員の自主研究グルー

プの研修 

 

１ 研修の実際 

自主的な研修会については，毎月１回程度の実

施を目指して，土曜日の午後を原則として日程調整

1 
2 
2 

8 
13 

0 5 10 15

指導主事に相談する 

他校の教員に相談する 

生徒から情報収集する 

自分で調べる・考える 

指導教員等に相談する 

(名)  

(名)  



を図りながら進めた。対象者は昨年度から参加して

いる教職経験３年目，２年目の教員と，今年度の初

任者を中心とした。また，本研修会の存在を知り参

加を希望する教員については，経験年数が多くても

対象者とした。実施については学校の年間行事予定

を参考に調整を図ったが，各学校の学校行事，部活

動の顧問としての業務，定期試験の作問，成績処理

などの業務の都合上，参加者が集まりにくい状況か

ら，予定していても急遽実施できなかった会も複数

回あり，６回の実施にとどまっている。 

表３に，自主的な研修会の年間計画について，

特に重視した視点や内容等を示す。 

 

表３ 自主的な研修会の年間計画 

回 実施日 視

点 

主な内容等 

１ 

平成26年 

５月31日

（土） 

③ 

・学習指導案についての演習 

・教材の紹介 

・学習指導に関する疑問等の交流 

２ 

平成26年 

６月28日

（土） 

① 

・学習指導に関する協議 

・科学的思考力・表現力についての

演習 

３ 

平成26年 

10月19日

（日） 

① 講演：「理科教育の課題を克服する

ために」 

講師：群馬大学教育学部 

教授 益田裕充 ４ 

平成26年 

12月21日

（日） 

① 

５ 

平成27年 

１月25日

（日） 

② 

講演：「優れた理科授業のコツ」 

講師：法政大学教職課程センター 

教授 左巻健男 

６ 

平成27年 

３月１日

（日） 

② 

「生徒が自ら学ぶ授業の具体的事

例」 

講師：義務教育指導課 

  主任指導主事 曽根原好彦 

 

年間計画の立案に当たっては，理科若手教員の

教科指導の実態から，表２に示したネットワークの

構築に係る視点③，科学的思考力・表現力を育成す

る授業づくりに係る視点①，授業の中で行う観察・

実験に係る視点②という順に重視した研修会となる

ようにした。 

次に，視点③を重視した第１回，視点①を重視

した第４回，視点②を重視した第５回の三つの研修

会について詳しく述べる。 

( 1 ) 第１回研修会（平成26年５月31日（土）） 

表２の視点③を重視し，演習や教材の紹介を通し

て，参加者が意見を出し合い，訊き合うことができ

るような雰囲気をつくることにより，今後の情報交

換につなげたいと考えて実施した。 

ア 参加者 

教職経験３年目以上５名，２年目１名の中学校

理科教員。 

イ 内容 

( ｱ )  学習指導案についての演習 

稿者が講師となり，不十分な点がある学習指導

案を示し，どこに課題があるかを考えさせた。図３

は示した学習指導案の一部である。各自で考えたこ

とを全員で交流させた後，学習指導案をチェックす

るポイントを示し，課題があるところをどのように

改善すればよいかを考えさせた。そして，用意した

改善案を示し，具体的な改善の方法について確認さ

せた。図４は改善した学習指導案の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 学習指導案の改善案（抜粋） 

 

図３ 不十分な点がある学習指導案（抜

粋） 



( ｲ )  教材の紹介 

植物の道管，ブタの肺について観察・実験を行

った。植物の道管については，アスパラガス，ダイ

コン，セロリなど安価ですぐに購入できる野菜など

を食紅を溶かした水に浸けておき，その断面を切っ

て観察する方法について，ポイントを示した。また，

ブタの肺については入手方法や，生徒に見せたい視

点とそれに迫る観察・実験の指導の方法について示

した。 

( ｳ )  学習指導に関する疑問等の交流 

参加者がお互いの疑問に対して，自らの実践を

出し合ったり，講師が助言したりした。 

ウ 参加者の反応等 

( ｱ )  学習指導案についての演習 

不十分な点のある学習指導案について，図３に

示した部分では，「単元観が学習指導要領を踏まえ

た内容になっていない。」「単元観に単元の特徴が

書かれていない。」「生徒観から生徒の課題が見え

てこない。」「生徒観に具体的な数値が示されてい

ない。」「単元に関する生徒の実態が書かれていな

い。」といった多くの意見が出されるとともに，改

善案に対しても，「この部分をより詳しく書く必要

があるのではないか。」といった具体的な意見が出

された。また，学習指導案を作成する際に，疑問に

思っていることや苦労していることなども多く出さ

れ，講師が助言を行った。 

( ｲ )  教材の紹介 

参加者は観察・実験の様子をデジタルカメラで

記録したり，疑問点について質問したりする等，意

欲的に取り組んでいた。 

( ｳ )  学習指導に関する疑問等の交流 

交流の一例を挙げると，参加者から「オオカナ

ダモを使った光合成の実験がうまくいかない。光を

当てる場所や時間を変えても，BTB 溶液の色が変化

しない。」という悩みが出された。これに対し，他

の参加者から「しっかりと光を当て午後に実験がで

きるよう，時間割を変更してもらっている。」「す

っきりと晴れない時期なので，ライトを利用してい

る。」といった工夫が出された。そして，「BTB 溶

液の変化は見られても，葉緑体がヨウ素溶液によっ

て青紫色に変わったことが確認できない。」という

新たな悩みが出され，今後，確認しやすい方法を探

っていくこととなった。 

エ 全体を通して 

参加者からは，「学習指導案に評価規準を書く

とき，『これで本当にいいのか。』と不安に思うこ

とが多くある。今日，不安に思っていることをたく

さん質問できたので，頭の中がすっきりした。」

「これまで自分が授業でやってうまくいかなかった

実験について，他の先生の工夫を知ることができて

よかった。早速，試してみたい。」というように，

お互いの意見，疑問，悩みなどを出し合うことがで

きたという意見が出された。また，「今，紹介した

○○についての資料を，メールで送りましょうか。」

といった今後も情報交換を積極的に行っていこうと

する姿も見られた。 

(2) 第４回研修会（平成26年12月21日（日）） 

表２の視点①を重視し，第３回・第４回につい

ては，17年間の公立中学校教諭としての経験を有し，

科学的思考力・表現力を育成するための授業デザイ

ンや理科の教員養成に造詣が深い群馬大学教育学部

の益田裕充教授を，講師として招聘した。 

この貴重な機会を中学校理科若手教員に限らず， 

中学校以外の教員や，若手教員の指導にあたるベテ

ランの教員や指導主事等にも提供したいと考え，参

加を広く呼びかけた。また，部活動などの関係で土

曜日の参加は難しいという意見を踏まえ，日曜日に

講演会を実施することとした。 

ア 参加者 

中学校８名，高等学校４名の理科教員。６名の

指導主事。 

イ 内容 

( ｱ )  映像を用いた授業研究 

１時間の授業を始まりの部分から作っていくの

ではなく，まず，生徒に「考察」として何を書かせ

たいかを明らかにし，そのための「問い」を設定し，

「問い」につながる自然現象を考えていくといった，

問題解決の過程に沿い，ストーリー性をもって理科

の授業を設計する方法について，中学校の授業の映

像を用いた授業研究を行った。用いた映像は，教職

経験２年目の若手教員が所属校で実施した第１学年

の「光の反射・屈折」の単元の授業を記録したもの

である。この授業の学習指導案の一部を図５に示す。 

光の道筋は目に見えにくいものであり，本単元

は生徒が苦手意識をもちやすいところである。その

ため，直進と屈折の進み方の違いについて体感させ

たり，身の回りの事象に結び付けて考えさせたりす

ることができるよう，導入の実験を工夫している授

業であった。 

授業の映像を視聴した後，益田教授の指導を受

けながら協議を行った。まず，各自が緑色の付箋紙

に「よかったこと」，ピンク色の付箋紙に「こうし



た方がよいと考えること」を，授業デザインに関わ

る事項については赤字で，それ以外の事項について

は黒字で書いた。次に，参加者が３人ずつのグルー

プに分かれ，各自が書いた付箋紙を模造紙に貼りな

がら，意見を概念化シートにまとめていった。 

 

図５ 授業研究で用いた学習指導案の一部 

 

( ｲ ) デザインベース構造化シートを用いた演習 

益田教授が開発中である理科授業のデザインベ

ース構造化シートに基づき，問題解決の過程に沿っ

た授業をシートに基づいてデザインする手法につい

て，演習を行った。 

ウ 参加者の反応等 

( ｱ )  映像を用いた授業研究 

図６に，グループで作成した概念化シートの例

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 作成した概念化シートの例 

 

構造化シートの横軸と縦軸は，協議の中で，各 

グループが決定した。その例を表４に示す。 

 

表４ 概念化シートの横軸と縦軸の例 

 横軸 縦軸 

左 右 下 上 

Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ 目標 まとめ 行動(実験) 思考 

Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ 工夫－ 工夫＋ 思考－ 思考＋ 

Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ わかりにくい わかりやすい 教える 思考 

Ｄｸﾞﾙｰﾌﾟ 教員 子供 点 線 

 

グループでの協議について，「これまで概念化

シートによる研修は何度もやってきたが，横軸と縦

軸を自分たちで決めるのは初めてだった。とても新

鮮だったが，難しかった。」「縦軸と横軸を決める

のは，自分たちが授業をどう見ていくかという視点

を確認することができて，有意義だった。今後，所

属校でも提案していきたい。」といった意見が出さ

れた。 

( ｲ ) デザインベース構造化シートを用いた演習 

参加者は，シートに沿って，「考察」から「問

い」へ，「問い」から「自然事象」へと授業をデザ

インしていった。その中で，考察として書かせる内

容や，設定する問題の大きさ等，各自がもっている

疑問や考えを交流し，整理することができた。 

エ 全体を通して 

参加者のアンケートには，次のような記述が見ら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，問題解決の過程に沿い，ストーリ

ー性をもって理科の授業をデザインする方法が理解

できたといった意見や，問題解決の過程における指

導改善のポイントについて述べている意見が多く見

られた。 

(3) 第５回研修会（平成27年１月25日（日）） 

表２の視点②を重視し，26年間の中・高等学校教

諭としての経験を有し，多くの優れた観察・実験を

○授業を見て，導入の大切さ，考察，まとめの難しさを

感じ，大変勉強になりました。また，授業デザインに

ついての話を聞き，改めて，授業にストーリー性をも

たせる大切さを知りました。課題と目標の違い，結

果，考察，結論について，理科教員でここまで議論を

深めたことがなかったので，勉強になりました。 

○導入を工夫することによって，生徒のモチベーション

を高め，問題解決の流れへと展開していくことが，と

ても参考になりました。 



開発されるとともに，現在は法政大学教授として教

員養成にも関わられている左巻健男教授を講師とし

て招聘し，研修会を実施した。 

ア 参加者 

中学校35名，高等学校４名の理科教員や管理職。

８名の指導主事。１名の大学教員。 

イ 内容 

左巻教授は自らの経験を基に，「今日学んで，

これまでの自分より，こう成長した。」と生徒に実

感させる授業づくりについて，具体的な事例を交え

ながら話をされた。単に「おもしろ実験」をするの

ではなく，目標が達成できるような単元構成をする

こと，生徒のもつ素朴概念を表出させ，すり合わせ

をさせること，生徒に自らの仮説をもち現象を見さ

せること等，多くの示唆をいただいた。例えば，原

子・分子の単元では，「５円玉を熱すると，穴の大

きさはどうなるか。」という課題を提示し，どのよ

うに生徒に思考させ，どのような実験を行わせ，目

標を達成させるのかについて，実験を交えて説明し

ていただいた。 

ウ 参加者の反応等 

経験に基づき，ユーモアを交えながら，本質に

迫られる左巻教授の話に，参加者はメモを取ったり，

映像で記録したりしながら，熱心に聞き入っていた。

また，「豆電球50個を直列につないだものを，100

Ｖのコンセントに差すとどうなるか。」「カルメ焼

づくりを成功させるポイントは何か。」といった実

験を行いながら，疑問点を次々に質問したり，「ピ

ーマンの果実は，光合成をしているか。」といった

問いに対する認識をすり合わせる方法を実体験した

りするなど，左巻教授の話を自分のものにしていこ

うという積極的な姿が多く見られた。 

エ 全体を通して 

参加者のアンケートには，次のような記述が見

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように，科学的思考力・表現力の育成につな

がるような実験や教材，指導のポイントについて理

解できたと述べている意見が多く見られた。また，

「いつでも『なぜ。』と考えながら過ごし，楽しみ

ながら授業をつくっていきたい。」といった理科教

員としての在り方を考えている意見も見られた。 

( 4 ) 研修会以外での取組 

ア 科学的思考力に関する実態調査とその還元 

視点①を受けて，科学的思考力について，具体

的な内容，実態の把握・分析や指導改善の方法を若

手理科教員が理解する一助となればと考え，自主研

修会で協力者を募り，各所属校で実態調査を実施し

た。 

調査は「科学的思考力の戦略的育成について」

（平成24年）で育成の必要性が強調されている批判

的思考について，木下（2014）が作成した「『理科

の実験』についてのアンケート」を用いて行った。

このアンケートは「理科の勉強」「実験をする前」

「実験をしているとき」「実験をしたあと」の四つ

の場面について，批判的思考に関する合計35項目の

設問で構成されている。 

これを平成26年９月に理科若手教員に配付し，ア

ンケートの趣旨とともに，批判的思考力について設

問を基に説明した。 

例として，四つの場面のうち「実験をしたあと」

についての設問を表５に示す。 

これらの設問について，平成26年10月までに情報

提供のあった県内公立中学校４校の生徒 301 名の回

答があり，「当てはまらない」を１，「あまり当て

はまらない」を２，「どちらでもない」を３，「少

し当てはまる」を４，「当てはまる」を５として点

数化した平均を出した（図７）。 

 

表５ 「実験をしたあと」の設問 

① 実験の結果が出たとき，おかしいところはないか考える。 

② 実験のやり方に間違いはなかったか考える。 

③ 実験データが間違っているかもしれないと疑ってみる。 

④ 都合が悪い実験データだからといって無視しない。 

⑤ 必要な実験データがそろっていないときは，結論を出さない。 

⑥ 一回の実験だけでは結果を信用しない。 

⑦ 自分の考察におかしいところはないか確かめる。 

⑧ 友だちの考察におかしいところはないか考える。 

⑨ 一つの結果に対して，原因が一つとは限らないと思う。 

  

○身の回りにあるものと理科の学習を結び付けると，新

しい気付きや発見があり，もっていた概念が崩され

て，そこから『なぜだろう？』と考え，調べたり，探

究したりすることにつながることがよく分かりまし

た。 

○「自分の授業の価値」について，考えさせられる講演

でした。左巻先生の姿勢や考え方は，とても厳しく，

尊敬できるものだと感じました。生徒全員が参加で

き，その日の夕食で生徒が家族に話したくなるような

授業か，教材と真剣に向き合って考えていくよう心掛

けたいです。また，提示していただいた，おもしろく

驚きのある実験や教材をさっそく試してみたいです。 
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図７から，自分の考えたことは確かめるが，得

られた実験データや他の人が考えたことを確かめる

ことは少ない傾向が明らかになった。これらの結果

を，研修会の場で若手教員に提示し，得られた実験

データや他の人の考えが正しいかどうかを検証する

学習を理科の授業に取り入れる必要があることやそ

の具体的な例について説明することができた。 

イ ネットワークの構築 

 視点③を受けて，これまで述べてきた研修会以外

にも，日頃から教員同士の連携を図っている。例え

ば，「観察・実験で期待するような結果が出ない。

どこを，どう工夫すればよいか。」「生徒に，この

内容を理解させるには，どのような事象を提示し，

観察・実験を行わせればよいか。」「観察・実験に

は意欲的に取り組むが，その結果から考察すること

には苦手意識が強く，消極的である生徒が多い。ど

のように授業を改善していけばよいか。」というよ

うに，授業で困ったときに相談できるネットワーク

ができている。 

また，若手教員同士に限らず，稿者が相談に乗

って助言をしたり，熟練教員との情報の橋渡しをし

たり，教科指導力向上に係る情報の収集や提供をし

たりというネットワークもできている。 

以上のア，イのような研修会以外の取組を基に，

中学校理科若手教員が観察・実験で悩んでいること

や，科学的思考力・表現力を育成する上での現状や

課題を稿者が把握することにより，自主研修会等で

若手教員の教科指導力向上への指導に生かすように

した。 

 

２ 研修についての検証 

自主研究グループに参加している中学校理科若手

教員への聞き取りや，研修会の参加者のアンケート

から，次のような意見が得られた。 

表６は，研修を通して，よかったと感じている内

容について，表２に示した研修を支援する（視点①

から③）ごとにまとめたものである。 

 

表６ 研修でよかったと感じている内容 

視

点

① 

○科学的思考力・表現力の内容や育成の仕方などについて，基

本的な事項が理解できた。 

○問題解決の過程に沿って授業をデザインする方法を理解する

ことができた。 

視

点

② 

○観察・実験に適した優れた教材について，数多く知ることが

できた。 

〇また，それらの教材を用いて授業展開するときの，指導のポ

イントについて学ぶことができた。 

視

点

③ 

○理科の授業について悩んだときに，相談できる存在ができ

た。 

○分からないことを訊けるので，自信をもって指導ができるよ

うになった。 

○自分の指導力を向上させるための研修の場ができた。 

 

 このように，理科若手教員の教科指導に関する実

態把握の結果を基に，視点を明らかにして研修を支

援したことにより，中学校理科若手教員の自主研究

グループを，教科指導力を向上させる手段や，教科

指導について語り合えるネットワークとすることが

できたと考える。 

表７は，今後の研修に期待することや内容につ

いて，研修を支援する視点ごとにまとめたものであ

る。 

 

表７ 今後の研修に期待することや内容 

視

点

① 

○問題解決の各過程で，生徒に科学的思考・表現をさせるため

の具体的な指導。 

○問題解決の各過程で，ストーリー性をもって授業をデザイン

する具体的な方法。 

○実際に行われた授業を題材にした改善についての討議。 

○生徒に科学的思考力・表現力を育成している熟練教員の指導

技術。  

○科学的思考力・表現力の実態を把握する方法。 

視

点

② 

○生徒の学習意欲を喚起し，問題の設定につなげていけるよう

な教材。 

○観察・実験を成功させるポイント。 

視

点

③ 

○年間の見通しがもてるような計画の作成。 

○研修会に参加しなくても，日常的に情報を得ることができる

ようなシステムづくり。 

 

こういった内容を整理し，今後は，研修会のさ

らなる充実を図っていく必要があると考える。 

 

 

図７ 「実験をしたあと」の結果 



Ⅴ 自主研修の在り方について 

これまで述べたことを基に，中学校理科若手教

員の教科指導力向上のための自主研修の在り方を次

のように考える。 

○実施方法 

・研修会を原則として月１回実施する。年間の

実施予定を提示しておく。 

・メーリングリストによる情報交換を行う。 

・オンラインストレージを活用し，必要な情報

をいつでも取り出せるようにする。新たな情

報が追加されたときは，自動的にメーリング

リストで周知できるようにする。 

○研修内容 

・教材について 

問題解決の各過程での指導に有効な教材を新た

に開発したり，改良を加えたりする。また，科

学的思考力・表現力の育成につながるように観

察・実験を行うためのポイントを示す。 

・授業づくりについて 

授業のゴールとして生徒に科学的に思考・表現

させたいことからスタートし，ストーリー性を

もって授業をデザインする方法について，授業

研究や構造化シートによる演習を行う。 

・指導技術について 

生徒の科学的思考を促し，科学的表現を引き出

し，それを価値付けるといった中学校理科の熟

練教員の指導技術について整理する。 

・生徒の実態把握について 

  生徒の科学的思考力・表現力の状況を把握し，

指導に生かすことができるよう，実態調査の実

施・分析の仕方を整理する。 

〇その他 

・研修内容を深めることができるよう，科学的思

考力・表現力について研究を行っている大学や，

観察・実験について研修を行っている他の自主

研究グループ等と連携を図っていく。 

 

なお，本研究の一部は平成26年度科学研究費補助

金（奨励研究）［研究課題名：中学校理科若手教員

対象の教科指導力向上プログラム作成の取組み（課

題番号26909052）］によって行われた。 

 

【引用文献】 
1)  中央教育審議会（平成24年）：「教職生活の全体を通

じた教員の資質能力の総合的な向上方策について（答

申）」           

2)  文部省（平成５年）：『中学校理科指導資料 理科にお

ける学習指導と評価の工夫・改善』大日本図書 p.32         

3) 原田周範著 武村重和，秋山幹雄編（2000）：『理科重

要用語 300 の基礎知識』明治図書 p.163 

4)  国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成 23

年）：「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のため

の参考資料（中学校 理科）」 p.21 

5)  原田周範著 武村重和，秋山幹雄編（2000）：『理科

重要用語 300 の基礎知識』明治図書 p.163 

6)  角屋重樹（2013）：『なぜ，理科を教えるのか 理科教

育がわかる教科書』文渓堂 ｐ.51 

7)  角屋重樹（2013）：『なぜ，理科を教えるのか 理科教

育がわかる教科書』文渓堂 ｐ.54 

 

【参考文献】 
中央教育審議会（平成24年）：「教職生活の全体を通じた

教員の資質能力の総合的な向上方策について（答申）」 

独立行政法人科学技術振興機構 理数学習支援センター

（平成25年）：「平成24年度中学校理科教育実態調査」 

吉田 淳（2012）：『理科の教育 通巻 721 号』東洋館出

版社 

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会（平成24

年）：「科学的思考力の戦略的育成について」 

村山哲哉（2013）：『教育の羅針盤３ 『自分事の問題解

決』をめざす理科授業』図書文化社 

木下博義（2014）：「理科の学習指導と評価」『平成26年

度広島県授業力アップ研修資料』 

木下博義．山中真悟．山下雅文．小茂田聖士．岡本英治

（2011）：「中学校理科における批判的思考力育成に関

する事例的研究」『広島大学大学院教育学研究科紀要 

第二部 第60号』 


